
屋外広告物についてはガイドライ

Ｂ
ンを活用し、戸田市屋外広告物条例に基づく景観誘導や改善を計画通り行った。

　屋外広告物の誘導、公共サイン基本計画の見直し、屋外広告物簡易除却業務等については

、引続き適切な運用を図る必要があるため、人員/予算については現状維持とする。

→

　屋外広告物は、良好な景観を形成していくうえで、特に大きな影響を与えるものであることから、戸田市屋外広告物条例と屋外広告物ガ

イドラインを活用し、適切な指導に努めるとともに、屋外広告物簡易除却作業についても、適切に行っていく必要がある。

　また、公共サインについては、庁舎案内サインの取組み状況等も踏まえ、戸田市公共サイン基本計画の見直しを進める必要がある。
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分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
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○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・都市計画課

06 景観形成

60 デザインによる景観形成の推進

　景観デザインを向上させ、まちの魅力を引き出し、市民に安らぎや賑わい、親しみを与えるまち並みを創出します。

サイン整備事業

景観デザインの向上 景観に配慮された公共サインの設置総
個 72 62 64 68 68 69 70

数
魅力あるまち並みの創出 屋外広告物に対して指導・改善を求め

件 18 3 5 9 17 21 23
、改善された数

　屋外広告物については、「戸田市屋外広告物条例」や「屋外 　屋外広告物については、「戸田市屋外広告物条例」を中心に

広告物ガイドライン」に基づく指導や改善、安全管理を求めて 、景観法、戸田市都市景観条例に基づく各種届出制度と併せた

いくことが必要である。 適切な運用を図り、基準に合致しないものや届出がされていな

　また、公平性を確保するため、違反広告物の設置者に対する いものについては、指導や改善策を求めていく。

指導方法を検討する必要がある。

　公共サインについては、景観アドバイザーによる個別相談の結果を反映し、景観に配慮さ

れた公共サインの設置をおおむね計画通り行った。また、
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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03 景観形成推進事業　（都市計画課）

サイン整備事業

任
意

2,170
0

0

９ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ９ ○ 終98 01 08 04 01 03 98 0

　魅力的なまち並み景観づく 0 0

りの形成を図るため、戸田市 0

R2決算額 R3予算額 R4計画額 R4予算額

計（千円） 事業費 2,170 0 0 0

うち一般財源 2,170 0 0 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和4年度で終了 ８令和3年度で終了 ９令和2年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 3年 6月14日 作成者名 山碕　


